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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた画像データを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体に記録された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する手段
と、
　前記不要な画像データの指定に従い前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記
不要な画像データとそれ以外の画像データのグループに分類するための第１の管理情報を
生成する手段と、
　前記記録媒体のファイナライズを指示する手段と、
　前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライズ後のフォーマットに対応した第２
の管理情報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対して前記第２の管理情報を記
録させることによりファイナライズ処理を実行するコントローラとを備え、
　前記コントローラは、前記第１の管理情報に基づき、ファイナライズ後の前記記録媒体
に記録された複数の画像データを前記グループに分類して扱えるように前記第２の管理情
報を生成することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録手段は、前記画像データの記録停止に応じて前記第１の管理情報を前記記録媒
体に記録することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
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　前記第１の管理情報に基づいて前記不要な画像データを表示する表示手段を備え、
　前記不要な画像データを指定する手段は、前記表示手段により表示された不要な画像デ
ータのうち、選択された画像データの不要の指定を解除することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の記録装置。
【請求項４】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた画像データを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体に記録された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する指定
手段と、
　前記記録媒体のファイナライズを指示する手段と、
　前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライズ後のフォーマットに対応した管理
情報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対して前記管理情報を記録させること
によりファイナライズ処理を実行するコントローラとを備え、
　前記コントローラは、前記記録媒体に記録された画像データが前記指定手段によって指
定された不要な画像データであるかどうかを判別し、前記判別の結果により、ファイナラ
イズ後の前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記不要な画像データとそれ以外
の画像データのグループに分類して扱えるように前記管理情報を生成することを特徴とす
る記録装置。
【請求項５】
　撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データを記録媒体に記録する記録手段と
を有する記録装置の記録方法であって、
　前記記録媒体に記録された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する工程
と、
　前記不要な画像データの指定に従い前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記
不要な画像データとそれ以外の画像データのグループに分類するための第１の管理情報を
生成する工程と、
　前記記録媒体のファイナライズを指示する工程と、
　前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライズ後のフォーマットに対応した第２
の管理情報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対して前記第２の管理情報を記
録させることによりファイナライズ処理を実行する制御工程とを備え、
　前記制御工程では、前記第１の管理情報に基づき、ファイナライズ後の前記記録媒体に
記録された複数の画像データを前記グループに分類して扱えるように前記第２の管理情報
を生成することを特徴とする記録方法。
【請求項６】
　撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データを記録媒体に記録する記録手段と
を有する記録装置の記録方法であって、
　前記記録媒体に記録された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する指定
工程と、
　前記記録媒体のファイナライズを指示する工程と、
　前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライズ後のフォーマットに対応した管理
情報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対して前記管理情報を記録させること
によりファイナライズ処理を実行する制御工程とを備え、
　前記制御工程では、前記記録媒体に記録された画像データが前記指定工程によって指定
された不要な画像データであるかどうかを判別し、前記判別の結果により、ファイナライ
ズ後の前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記不要な画像データとそれ以外の
画像データのグループに分類して扱えるように前記管理情報を生成することを特徴とする
記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、動画や静止画を記録媒体に記録可能なカメラ一体型ＤＶＤレコーダー（ＤＶ
Ｄビデオカメラ）等の記録技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮影した画像データを磁気テープに記録するビデオカメラが知られている。
【０００３】
　また、近年では、磁気テープに代わり、ＤＶＤなどのディスク記録媒体に対して画像デ
ータを記録するディスクビデオカメラが登場している。
【０００４】
　ディスク記録媒体としてＤＶＤを用いた場合、記録フォーマットとして、一般のＤＶＤ
プレーヤとの再生互換性の高いＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットや、ＤＶＤプレーヤによ
っては再生できない機種もあるが各種の編集が容易なＤＶＤ－ＶＲフォーマットなどがあ
り、ユーザはこれらの記録フォーマットを切り替えて撮影を行うことになる。そして、Ｄ
ＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにて記録を行った場合には、このディスクを一般のＤＶＤ
プレーヤにて再生するためにＤＶＤディスクのファイナライズ処理が必要である（例えば
、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－２２０４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述のように、ビデオカメラで撮影を行う場合、被写体との間に無関係なものが写って
しまうなどの、失敗シーン／不要シーンを撮影してしまうことがある。
【０００６】
　ディスクビデオカメラにおいては、ランダムアクセス性により、このような失敗シーン
を容易に削除することは可能であるが、撮影を行いながらこのような失敗シーンの削除作
業を実行することは非常に困難であった。
【０００７】
　そのため、全ての撮影が終了してから失敗シーンのみを探して削除するか、あるいは、
削除せずに、再生時に失敗シーンをスキップする必要があった。
【０００８】
　また、ＤＶＤとしては各種のディスクが存在するが、特に追記型のディスクであるＤＶ
Ｄ－Ｒに記録した場合には、失敗シーンを削除することができないため、再生時に失敗シ
ーンを再生したくない場合には、必ずユーザによるスキップ操作が必要になる。
【０００９】
　さらに、上記ファイナライズ処理に関して、ＤＶＤ－ＶＲモード（ビデオレコーディン
グモード）はプレイリストを使った非破壊編集機能を持っているので、このプレイリスト
を利用して失敗シーンと他のシーンを分けて再生することが可能であるが、一般のＤＶＤ
プレーヤと互換性の高いＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットはこのようなプレイリストには
対応しておらず、ＤＶＤプレーヤで再生するためにファイナライズ処理をしてしまうと、
失敗シーンもその他のシーンも一つのタイトルとして記録されることになる。
【００１０】
　そこで、本発明では、他のフォーマットによりタイトル別にグループ化された画像デー
タを一般のＤＶＤプレーヤで再生可能なＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるタイト
ルに書き換えてファイナライズ処理を行う技術の提供を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決し、目的を達成するために、本発明の記録装置は、撮像手段と、前記撮
像手段により得られた画像データを記録媒体に記録する記録手段と、前記記録媒体に記録
された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する手段と、前記不要な画像デ
ータの指定に従い前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記不要な画像データと
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それ以外の画像データのグループに分類するための第１の管理情報を生成する手段と、前
記記録媒体のファイナライズを指示する手段と、前記ファイナライズの指示に応じて、フ
ァイナライズ後のフォーマットに対応した第２の管理情報を生成し、前記記録手段により
前記記録媒体に対して前記第２の管理情報を記録させることによりファイナライズ処理を
実行するコントローラとを備え、前記コントローラは、前記第１の管理情報に基づき、フ
ァイナライズ後の前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記グループに分類して
扱えるように前記第２の管理情報を生成する。
　また、本発明の記録装置は、撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データを記
録媒体に記録する記録手段と、前記記録媒体に記録された複数の画像データのうち、不要
な画像データを指定する指定手段と、前記記録媒体のファイナライズを指示する手段と、
前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライズ後のフォーマットに対応した管理情
報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対して前記管理情報を記録させることに
よりファイナライズ処理を実行するコントローラとを備え、前記コントローラは、前記記
録媒体に記録された画像データが前記指定手段によって指定された不要な画像データであ
るかどうかを判別し、前記判別の結果により、ファイナライズ後の前記記録媒体に記録さ
れた複数の画像データを前記不要な画像データとそれ以外の画像データのグループに分類
して扱えるように前記管理情報を生成する。
【００１２】
　また、本発明の記録方法は、撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データを記
録媒体に記録する記録手段とを有する記録装置の記録方法であって、前記記録媒体に記録
された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する工程と、前記不要な画像デ
ータの指定に従い前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記不要な画像データと
それ以外の画像データのグループに分類するための第１の管理情報を生成する工程と、前
記記録媒体のファイナライズを指示する工程と、前記ファイナライズの指示に応じて、フ
ァイナライズ後のフォーマットに対応した第２の管理情報を生成し、前記記録手段により
前記記録媒体に対して前記第２の管理情報を記録させることによりファイナライズ処理を
実行する制御工程とを備え、前記制御工程では、前記第１の管理情報に基づき、ファイナ
ライズ後の前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記グループに分類して扱える
ように前記第２の管理情報を生成する。
　また、本発明の記録方法は、撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データを記
録媒体に記録する記録手段とを有する記録装置の記録方法であって、前記記録媒体に記録
された複数の画像データのうち、不要な画像データを指定する指定工程と、前記記録媒体
のファイナライズを指示する工程と、前記ファイナライズの指示に応じて、ファイナライ
ズ後のフォーマットに対応した管理情報を生成し、前記記録手段により前記記録媒体に対
して前記管理情報を記録させることによりファイナライズ処理を実行する制御工程とを備
え、前記制御工程では、前記記録媒体に記録された画像データが前記指定工程によって指
定された不要な画像データであるかどうかを判別し、前記判別の結果により、ファイナラ
イズ後の前記記録媒体に記録された複数の画像データを前記不要な画像データとそれ以外
の画像データのグループに分類して扱えるように前記管理情報を生成する。
【発明の効果】
【００２０】
　以上説明したように、本発明によれば、他のフォーマットによりタイトル別にグループ
化された画像データを一般のＤＶＤプレーヤで再生可能なフォーマットにおけるタイトル
に書き換えてファイナライズ処理を行うことができる。
【００２１】
　具体的には、撮影時の失敗シーン／不要シーンを、撮影中の操作によってユーザが設定
した情報を管理情報としてＤＶＤディスクに記録し、ファイナライズ時に、この記録され
た管理情報により、別タイトルとしてオーサリングを行うことによりＤＶＤプレーヤで失
敗シーン／不要シーンを選択し再生することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２２】
　以下に、本発明に係る実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　尚、以下に説明する実施の形態は、本発明の実現手段としての一例であり、以下に例示
される態様は、本発明が適用される装置の構成や各種条件により適宜修正又は変更される
べきものであり、本発明は以下の実施の形態に限定されるものではない。
【００２４】
　また、本発明は、後述する実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコード
を記憶した記憶媒体（または記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシステ
ムあるいは装置のコンピュータ（またはCPUやMPU）が記憶媒体に格納されたプログラムコ
ードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
[第１の実施形態]
　図１は本発明をデジタルビデオカメラに適用した実施形態を示すブロック図である。
【００２５】
　図１において、１０１は撮像部、１０２は撮像部１０１より出力された動画像データに
対して周知のカメラ信号処理を施すカメラ信号処理回路、１０３は、記録時においてはカ
メラ信号処理回路１０２から出力された動画像データをＭＰＥＧ２などの符号化方式で符
号化すると共に、再生時においては再生された動画像データを復号する記録再生信号処理
回路、１０４はディスクＤに対して動画像データや管理情報などを記録再生する記録再生
回路であり、データの記録再生に必要な光ピックアップやシークモータ、スピンドルモー
タなどの各種のモータを含む。
【００２６】
　１０５は操作スイッチ１０６の操作に従って各部を制御するシステムコントローラ、１
０６は記録再生スイッチや、後述のＮＧスイッチなど、各種のスイッチを操作部、１０７
は記録時においてはカメラ信号処理回路１０２からの動画像データを表示パネル１０８に
表示すると共に、再生時においてはディスクＤから再生された動画像を表示し、更に、後
述の如く失敗シーンの選択やファイナライズ処理のための操作画面を生成して表示パネル
１０８に表示する表示制御回路、１０８は液晶表示パネル、１０９は記録再生信号処理回
路１０３による処理のための画像メモリ、１１０はディスクＤに関する管理情報を記憶す
るディスク情報メモリである。
【００２７】
　本実施形態のデジタルビデオカメラは、ディスクＤとしてＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＷ）ディ
スクを使用し、また、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにて画像データを記録するディス
クビデオカメラである。
【００２８】
　撮影は、記録開始／停止スイッチの操作により開始され、撮影時に失敗シーンや不要シ
ーンを記録してしまった時などにＮＧスイッチの操作により、管理情報として、そのシー
ンに対してＮＧデータ情報の設定が可能である。
【００２９】
　また撮影されたＤＶＤディスクをＤＶＤプレーヤにて再生を行うために、ファイナライ
ズ処理をメニュースイッチの操作にて設定メニューを表示し、設定メニューからファイナ
ライズ処理を選択して、ファイナライズ処理を行う。
【００３０】
　ファイナライズ処理時のシーケンスとしては、ディスクに記録されている画像データを
ディスク情報バッファメモリに読み出し、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応する情
報ファイルを作成する。
【００３１】
　情報ファイルの作成時には、記録時にＮＧスイッチを操作することにより記録されたＮ
Ｇデータを使用し、タイトル分割やチャプター設定などの処理を行う。タイトル分割やチ
ャプター設定によりＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応する情報ファイルの作成を行
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い、ＤＶＤディスクに記録され、ファイナライズ完了後はＤＶＤプレーヤで再生可能とな
る。すなわち、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでファイナライズ処理を行う場合、ファ
イナライズ前に失敗シーンと良好なシーンの二つのグループに分けておき、これらをＤＶ
Ｄ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるタイトルとして扱えるよう管理情報を書き換える。
【００３２】
　図２は、撮影時にＮＧスイッチの操作により、撮影結果からＮＧシーンを別タイトルと
してオーサリングした結果を本編／ＮＧ集として例示しており、ＤＶＤメニューより、本
編／ＮＧ集といったように再生するタイトルを選択することにより、本編では必要な部分
のみ再生可能である。
【００３３】
　次に、図４のフローチャートを用いて図１の記録装置の動作について説明する。
【００３４】
　図４は、本発明に係る第１の実施形態の動作を示すフローチャートであり、本処理はシ
ステムコントローラ１０５のマイクロコンピュータが行う。
【００３５】
　先ず、図４（ａ）を用いてＮＧスイッチ操作による管理情報の記録処理について説明す
る。
[S01]
　記録動作として、本ステップでは、記録開始／停止スイッチの検出を行う。記録停止時
に、記録開始／停止スイッチが操作された場合には[S02]にて記録動作、記録時に、記録
開始／停止スイッチが操作された場合には[S05]にて記録停止動作へ分岐処理を行う。
[S02]
　記録動作では、撮像部１０１にて撮像される画像は、カメラ信号処理回路１０２にて所
定の画像処理が施されて撮影画像データとして記録再生信号処理回路１０３に入力され、
画像データに対してＭＰＥＧ圧縮等の処理が施されたのちディスクＤに記録される。
[S03,S04]
　記録動作中に、ＮＧスイッチが操作された場合には、[S04]にてこの画像データのファ
イル名とデータの位置情報をディスク情報メモリ１１０に記憶する。ＮＧスイッチが操作
されない場合には、[S01]に分岐し、記録継続のチェックを行う。
[S05]
　記録動作が停止操作されると、本ステップにより映像信号のディスクＤへの書き込みを
停止し、[S06]にて、ディスク情報メモリ１１０に記憶しておいたＮＧデータのファイル
名、及び記録位置情報に基づき、ディスクＤに記録されたデータをＮＧデータとそれ以外
のデータとにグループ分けするための管理情報を生成、或いは、既に管理情報が生成され
ていた場合にはその内容を変更してディスクＤに書き込む。なお、ここで記録する管理情
報は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応していない管理情報（第１の管理情報）で
ある。
[S06]
　本ステップでは、ディスク情報メモリ１１０に記憶された画像データの管理情報のディ
スクＤへの記録を行い、再生時は記録された管理情報により再生を行う。
【００３６】
　図４（ｂ）を用いてＮＧデータを使用した管理情報の作成を行うファイナライズ処理に
ついて説明する。なお、ファイナライズ処理は、メニュー操作によりユーザがファイナラ
イズ開始操作を行うことにより開始される。
【００３７】
　また、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおける、フォルダ／ファイル構成や“ＩＦＯ
”ファイルなどの管理ファイルの具体的内容についてはＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット
規格に規定されているので説明を省略する。
[S10]
　本ステップでは、記録時に記録された画像データに対する管理情報を、ディスク情報メ
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モリ１１０に読み出す。
[S11]
　ディスク情報メモリ１１０から読み出された情報から、順次ＶＯＢファイルに対応する
タイトル情報やチャプター情報におけるＩＦＯファイルの作成を行うが、本ステップでは
対応するＶＯＢファイルへのＮＧ設定が行われているかの判断を行う。
[S12,S13]
　ＮＧ設定がある／なしの判断により、別タイトルとしてＩＦＯファイルを作成する。こ
のＩＦＯファイルはＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応した管理情報（第２の管理情
報）である。この管理情報により、ＮＧデータのグループとそれ以外のグループをそれぞ
れ構成する各画像データ（ファイル）が一つのチャプターとして管理される。
[S14]
　本ステップにより、作成終了の判断を行い、作成終了でない場合には[S10]にて、同様
の処理を繰り返し行う。
[S15]
　先にディスクＤに記録されていた第１の管理情報を消去、或いは無効化し、前述の如く
作成された第２の管理情報をディスクＤに書き込む。なお、ＤＶＤ－ＲＷの様に書き換え
可能ディスクの場合には、最後に記録されている第１の管理情報を消去して第２の管理情
報を上書きし、ＤＶＤ－Ｒの如く追記型のディスクの場合には第１の管理情報を無効化し
て第２の管理情報を記録する。
【００３８】
　上記実施形態によれば、他のフォーマットによりタイトル別に失敗シーンと良好シーン
の２つにグループ化された画像データを一般のＤＶＤプレーヤで再生可能なＤＶＤ－Ｖｉ
ｄｅｏフォーマットにおけるタイトルとして扱えるように管理情報を書き換えてファイナ
ライズ処理を行うことができる。
【００３９】
　具体的には、撮影時の失敗シーン／不要シーンを、撮影中の操作によってユーザが設定
した情報を管理情報としてＤＶＤディスクに記録し、ファイナライズ時に、この記録され
た管理情報により、別タイトルとしてオーサリングを行うことによりＤＶＤプレーヤで失
敗シーン／不要シーンを選択し再生することが可能となる。
[第２の実施形態]
　第２の実施形態の装置構成は第１の実施形態と同様であるため説明は省略する。
【００４０】
　本実施形態は、図１の記録時におけるシーケンスとして、撮像部１０１にて撮像される
画像が、レンズ系より撮像装置としてのＣＣＤに結像され、カメラ信号処理回路１０２に
おいて所定の読み出しタイミングによりＣＣＤから読み出される。読み出されたＣＣＤデ
ータは電気画像信号に変換され、ＡＦ評価値や露光データなど撮影に必要な情報がシステ
ムコントローラ１０５に伝えられ、システムコントローラ１０５はカメラ信号処理回路１
０２から取得した情報によりＡＦ合焦動作やＡＥ／ＡＷＢ等の制御を行う。
【００４１】
　カメラ信号処理回路１０２にて所定の画像処理が施された撮影画像データは記録再生信
号処理回路１０３に入力され、画像データに対してＭＰＥＧ圧縮等の処理が施されたのち
ディスクＤに記録されると共にビデオ信号に変換されＬＣＤパネルやビデオ信号出力端子
に出力される。
【００４２】
　撮影は、記録開始／停止スイッチの操作により開始され、撮影時に失敗シーンや不要シ
ーンを記録してしまった時などにＮＧスイッチの操作により、管理情報として、そのシー
ンに対してＮＧデータ情報の設定可能である。
【００４３】
　また、撮影されたＤＶＤディスクをＤＶＤプレーヤにて再生を行うために、ファイナラ
イズ処理をメニュースイッチの操作にて設定メニューを表示し、設定メニューからファイ
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【００４４】
　ファイナライズ時のシーケンスとしては、ディスクＤに記録されている画像情報がディ
スク情報メモリ１１０に読み出され、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応する情報フ
ァイルの作成を行う。
【００４５】
　情報ファイルの作成時には、記録時にＮＧスイッチを操作することにより記録されたＮ
Ｇデータを使用し、タイトル分割やチャプター設定などの処理を行う。タイトル分割やチ
ャプター設定により、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに対応する、また、ＮＧデータは
ファイナライズ時に、図３に示すようなインデックス画像として参照でき、ＮＧデータの
設定変更が可能であり、撮影時に不要シーンと判断して設定した画像データでも、必要シ
ーンに変更可能である。このようにして情報ファイルの作成を行ってＤＶＤディスクに記
録され、ファイナライズ完了後はＤＶＤプレーヤで再生可能となる。
【００４６】
　本実施形態においても、図２に示すように、撮影時にＮＧスイッチの操作によってＮＧ
シーンを別タイトルとしてオーサリングして本編／ＮＧ集とし、ＤＶＤプレーヤの操作メ
ニューより、本編／ＮＧ集といったように再生するタイトルを選択して、本編の必要な部
分のみ再生可能である。
【００４７】
　次に、図５のフローチャートを用いて図３のＮＧ画像選択処理について説明する。
【００４８】
　図５は、本発明に係る第２の実施形態の動作を示すフローチャートであり、本処理はシ
ステムコントローラ１０５のマイクロコンピュータが行う。なお、記録処理やファイナラ
イズ処理については、第１の実施形態と同様であるため説明を省略する。
[S20]
　本ステップでは、記録時に記録された画像データに対する管理情報を、ディスク情報メ
モリ１１０に読み出す。
[S21]
　ディスク情報メモリ１１０に読み出された情報から、ディスクＤに記録されているＮＧ
画像データの読み込みを行い、図３に示すインデックス画像の表示を行う。
[S22,S23]
　図３に示すインデックス画像に対するチェックボックスにより、ＮＧ設定状態を示し、
操作スイッチにより該当するチェックボックスのチェックをはずすことによりＮＧ設定の
解除が可能となる。
[S24]
　本ステップにより、作成終了の判断を行い、作成終了でない場合には[S21]にて、同様
の作業を繰り返し行う。
[S25]
　選択設定された管理情報のＤＶＤディスクへの書き込みを行う。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に係る実施形態の記録装置の機能ブロック図である。
【図２】本実施形態の記録装置による動作を説明する図である。
【図３】本実施形態の記録装置による動作を説明する図である。
【図４】第１の実施形態の動作を示すフローチャートである。
【図５】第２の実施形態の動作を示すフローチャートである。
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